
 

平成24年12月25日 

環境線量低減対策 

 

発電所敷地境界線量低減 １２月時点の状況報告 

 

中長期ロードマップにおいて、発電所全体からの線量評価として、新たに放出される放射性物質及び事故

後に発生した放射性廃棄物からの放射線による敷地境界における年間被ばく線量を平成25年３月末において

年間１ｍＳｖ未満とすることを目標としている。１２月時点の線量評価結果等は、以下のとおり。 

 

○１２月時点の線量評価結果 

１２月時点の敷地境界における線量を評価した結果、敷地境界線量は最大で約9.86mSv/年となった。（表

１参照） 

気体廃棄物 約０．０３ｍＳｖ／年（追加的放出量の評価結果に同じ） 

固体廃棄物 約９．８３ｍＳｖ／年 

（「施設運営計画に係る報告書（その３）（改訂）」を基に実態を反映） 

   合計    約９．８６ｍＳｖ／年 

※液体廃棄物を放出していない状況を考慮。 

 

○平成25年３月時点の線量評価結果  

平成 25 年３月時点の敷地境界線量は最大で約 0.72mSv/年（「特定原子力施設に係る実施計画」を基に算

出）となり、目標である年間１ｍＳｖ未満を達成できるものと考える。（表１参照） 

気体廃棄物 約０．０３ｍＳｖ／年 

固体廃棄物 約０．６９ｍＳｖ／年 

   合計    約０．７２ｍＳｖ／年 

※液体廃棄物を放出していないと仮定。 

 

○設計値 

  現在、計画している施設等の設計等より評価した敷地境界線量は、最大で約0.96mSv/年（「特定原子力施

設に係る実施計画」に記載）である。（表１参照） 

   気体廃棄物 約０．０３ｍＳｖ／年 

   液体廃棄物 約０．２１ｍＳｖ／年 

   固体廃棄物 約０．７２ｍＳｖ／年 

   合計    約０．９６ｍＳｖ／年 

 

○９月時点からの主な変更点 

・一時保管エリアＡ 

９月時点では、Ｈ２４年度内に一時保管エリアＡの瓦礫等を覆土式一時保管施設 1/2/3/4 槽へ移動予

定であったが、１２月時点では、Ｈ２４年度内に一時保管エリアＡの瓦礫等を覆土式一時保管施設1/2

槽へ移動、および一時保管エリアＡに残留する瓦礫等について土嚢等による仮遮へいを設置し、Ｈ２

５年度以降、残留した瓦礫等を覆土式一時保管施設3/4槽へ移動する計画に変更した。 

・一時保管エリアＬ 

９月時点では、Ｈ２４年度内に覆土式一時保管施設 1/2/3/4 槽への瓦礫等の受入れ・覆土を実施予定

であったが、１２月時点では、Ｈ２４年度内に覆土式一時保管施設 1/2 槽への瓦礫等の受入れ・覆土

を実施、およびＨ２５年度以降、覆土式一時保管施設 3/4 槽への瓦礫等の受入れ・覆土を実施する計

画に変更した。 

・一時保管エリアＰ２／Ｑ 

９月時点では、Ｈ２４年度内に一時保管エリアＢの瓦礫等を一時保管エリアＰ２またはＱに移動予定

であったが、１２月時点では、Ｈ２４年度内に一時保管エリアＢの瓦礫等を一時保管エリアＱに移動

する計画に変更した。 

以 上 
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Ｈ

Ｉ
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瓦礫保管エリア

伐採木保管エリア

瓦礫保管エリア（予定地）

伐採木保管エリア（予定地）

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

乾式キャスク、固体廃棄物貯蔵庫、
ドラム缶等仮設保管設備、多核種除去設備

北エリア

タンク類

吸着塔
(第一～第三施設)

１号機

南エリア

南西エリア

西エリア

線量評価地点＊
（直接線・スカイシャイン線）

線量評価地点＊
（気体）

南方位

伐採木

伐採木

伐採木

瓦礫

＊：最大値地点の推定が困難な
場合は、保守的に各線源から
最短距離での値を合算している。

＊：最大値地点

吸着塔(第四施設)

吸着塔保管エリア（予定地）

＜線量低減対策の実施計画箇所（太字）＞
保管施設の遮へいまたは仮遮へい

瓦礫等 エリアA,L(北エリア)
伐採木 エリアG,H(北エリア),

S,T(南エリア),R(西エリア)
吸着塔 第一施設(南エリア)

機器の遮へい
多核種除去設備(西エリア)

廃棄物の移動
瓦礫等 エリアA→エリアL(北エリア)

エリアB→エリアQ(西エリア)
吸着塔 第一施設→第四施設(西エリア)
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瓦礫保管エリア

伐採木保管エリア

瓦礫保管エリア（予定地）

伐採木保管エリア（予定地）

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

乾式キャスク、固体廃棄物貯蔵庫、
ドラム缶等仮設保管設備、多核種除去設備

北エリア

タンク類

吸着塔
(第一～第三施設)

１号機

南エリア

南西エリア

西エリア

線量評価地点＊
（直接線・スカイシャイン線）

線量評価地点＊
（気体）

南方位

伐採木

伐採木

伐採木

瓦礫

＊：最大値地点の推定が困難な
場合は、保守的に各線源から
最短距離での値を合算している。

＊：最大値地点

吸着塔(第四施設)

吸着塔保管エリア（予定地）

＜線量低減対策の実施計画箇所（太字）＞
保管施設の遮へいまたは仮遮へい

瓦礫等 エリアA,L(北エリア)
伐採木 エリアG,H(北エリア),

S,T(南エリア),R(西エリア)
吸着塔 第一施設(南エリア)

機器の遮へい
多核種除去設備(西エリア)

廃棄物の移動
瓦礫等 エリアA→エリアL(北エリア)

エリアB→エリアQ(西エリア)
吸着塔 第一施設→第四施設(西エリア)
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